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はじめに 

 

近年、人口減少や少子高齢化の進行により、図書館を取り巻く環境は厳しさを

増しています。特に、情報化の進展や様々なメディアの発達・普及などを背景と

して、子どもの読書離れが指摘されています。 

士幌町教育委員会では、子どもが日々の生活の中で読書をすることが習慣に

なるようにとの願いから、平成２２年に「士幌町子どもの読書活動推進計画」を

策定しました。 

子どもの読書活動の推進に関する法律の基本理念には、「子どもの読書活動

は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものに

し、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもので

ある」と謳われています。読書は子どもが心豊かに成長するために、大変重要な

要素の一つです。 

子どもの読書に期待される効果は幾つかありますが、その一つは、他者とのよ

りよいコミュニケーションを築くことができるようになるということです。 

例えば、乳幼児期の読み聞かせは、親子の絆を深め、語彙・言語能力の発達に

極めて有効と言えます。また読書で得た知識や理解力が、他者との関係や会話に

広がりや脈絡を持つ力となります。読書が習慣化されることは、他や自分の内面

に対して向き合う構えを培うものと言えます。 

もう一つの効果は、読書は体験の意味を深め、より豊かな経験に高める力を持

つことです。実体験の前に読書をすることは、体験の質を高めることになります

し、実体験後の読書は、それを通じて自分の体験の意味が確認されることになり

ます。そうして自己が確立していくことになります。 

子どもの時の自己形成は、自立してからの大きな糧となるものです。 

したがって、乳幼児期からの成長過程に読書活動を位地づける生活をするた

めに読書の環境を整えることは、必要で大事なことだと言えます。 
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第Ⅰ章 基本的な考え方 
 

１. 子どもの読書活動の意義と計画策定の趣旨 

子どもたちが夢と希望を持ち、健やかに育つためには、家庭・地域・学校が相互

に連携しながら一体となり、子どもの生活全体を見直し、ゆとりの中で様々な活動

を経験させて、「生きる力」を育むための環境づくりを進めることが求められてい

ます。 

 その際、子どもの健全な心の成長を促し、次代を担う子どもの豊かな人間形成と

人生をより深く生きる力を身につける上で、読書の果たす役割は極めて重要なこと

から、子どもが自主的に読書活動を行うことができる環境づくりを推進していく必

要があります。 

 読書活動は、「子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊

かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできない

もの」（「子どもの読書活動推進に関する法律」第二条）であり、社会全体でその

推進を図っていく必要があります。 

 「子どもの読書活動に関する法律」（平成１３年法律第１５４号）に基づき、国

においては、令和５年３月に第五次計画となる「子どもの読書活動の推進に関する

基本的な計画」を、北海道においては、令和５年３月に「北海道子どもの読書活動

推進計画（第五次計画）」をそれぞれ策定しています。 

 士幌町教育委員会では、士幌町の子どもたちがあらゆる機会とあらゆる場所にお

いて自主的に読書活動を行うことができるよう、平成２２年３月に「士幌町子ども

の読書活動推進計画」を策定し、子どもの読書活動の推進に取り組んでまいりまし

た。これまでの取り組み、これからの課題を踏まえ、「士幌町子どもの読書活動推

進計画（第４期）」を策定するものです。 

 

２. 子どもの読書活動の現状 

子どもたちを取り巻く環境は、スマートフォンの普及やそれを活用したＳＮＳ等

のコミュニケーションツールの多様化などによって大きな変化を迎えています。 

 このような生活環境の変化から、子どもたちの興味や関心が多様化し、読書離れ、

活字離れが一層進みつつあるのは事実です。特に、小学校、中学校、高等学校の世

代に向かうほど、その傾向は顕著になっていると指摘されています。 

 読書活動は、以前から子どもが人生をより深く生きる力を身につける上で欠くこ

とのできないものと考えられてきましたが、その意味では今日の子どもたちの読書

離れは憂慮すべき状況であり、読書の楽しさや大切さを自ら味わう子どもを少しで

も増やすため、町全体で読書活動の推進を図っていく必要があります。 

 町の「したしみ図書館」での取り組みや、図書館の利用状況は以下のとおりです。 

■ボランティア団体や図書館職員による読み聞かせが小学校で行われています。ま

た、各学校の要望により読み聞かせを含めたブックトーク等の授業も行われてい
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ます。 

■１０か月児健康診断の受診者を対象に、ブックスタート事業を行っています。健

診の待ち時間または健診終了後に、一緒に本を開く楽しみを伝えながら本を渡し

ます。その際、子育て支援センターにも協力をお願いしています。 

■毎月１回、自分では図書館に来ることが出来ない子どもたちの小学校に、巡回図

書として本の貸出をしています。このほかにも学校からの要望等により、授業に

合わせた資料の貸出を行っています。 

■夏休みには、「図書館スタンプラリー」を配布、クリスマスには、図書館で購入

している雑誌の付録を利用した「クリスマス抽選会」や指定管理者自主事業によ

るイベントを実施しています。また行事やテーマ毎に選んだ本の展示・貸出、季

節に応じた館内装飾や、子どもたちが参加できる飾りを用意し、来館するきっか

け作りを行っています。 

■過去５年間の利用状況を見ると、令和２年度から令和５年度にかけてはコロナ禍

の閉館などの利用制限により利用は減少となりましたが、令和６年度より来館者

数及び貸出冊数ともにコロナ禍前の利用状況に戻りつつあります。また、発達段

階別に見ると、乳児期から小学生までの利用がほとんどで、中学生や高校生にな

ると利用率（貸出）は大幅に減少しています。これは、勉強や館内閲覧など貸出

以外が主な利用方法となっていることが考えられます。また、近年、少しずつで

はありますが１回あたりの滞在時間が長くなってきていると感じ、図書館は子ど

もの居場所づくりの一助となっています。 

 

３. 計画の目標 

子どもの読書活動の推進に関して、国の「子どもの読書活動の推進に関する基本

的な計画」では、基本的方針として次の４項目が示されています。 

 

（１）不読率の低減 

（２）多様な子どもたちの読書機会の確保 

（３）デジタル社会に対応した読書環境の整備 

（４）子どもの視点に立った読書活動の推進 

 

また、「北海道子どもの読書活動推進計画」では、計画推進の基本目標として次

の２点が設定されています。 

 

（１）社会全体での子供の読書活動の推進 

（２）子どもの学びを支える読書環境の整備 

 

本町では、こうした国の基本的方針や北海道の計画推進の基本目標等を基に、本

町の子どもの読書活動の実態等を踏まえ、「子どもが自主的に読書活動を行うこと
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ができる環境づくり」のために、次のように計画の基本目標を設定します。 

 

子どもが読書に親しむ機会の提供と充実 

子どもの読書環境の整備・充実 

子どもの読書活動に関する理解と関心の普及 

 

４. 計画の対象 

この計画の対象は、０歳から、おおむね１８歳とします。 

 

５. 計画の期間 

この計画の期間は令和８年度から令和１２年度までの５年間とし、必要に応じて

計画の見直しを行います。 

 

６. 計画の体系 

推 進 方 策 重 点 

１ 子どもが読書に親しむ

機会の提供と充実 

（１）家庭・地域における子どもの読書活動の推進 

（２）学校等における子どもの読書活動の推進 

（３）図書館における子どもの読書活動の推進 

２ 子どもの読書環境の

整備・充実 

（１）家庭・地域等における読書環境の整備 

（２）学校図書館の整備・充実 

３ 子どもの読書活動に

関する理解と関心の

普及 

（１）啓発広報事業の推進 

（２）優良図書資料の普及 

４ 計画の推進に向けて （１）推進に必要な方策 

（２）推進上の課題 
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第Ⅱ章 子どもの読書活動推進のための取組 

 

１. 子どもが読書に親しむ機会の提供と充実 

(１) 家庭・地域における子どもの読書活動の推進 

家庭は、子どもが最初に読書と出会う場であるだけでなく、読書に対する興

味や関心を培う上でも重要な役割を担っている場です。 

 特に、乳幼児期（０～６歳）には、読み聞かせなどを通して親子の温かい人

間関係を育むとともに、子どもの精神的な安定感や親への信頼感を養い、基本

的な生活習慣や自主性を培うことが大切です。子どもの読書活動の推進にとっ

ては、親の興味・関心が特に重要な働きを持つことから、図書館や学校・保育

所・認定こども園・子育て支援センター等を通して、「読み聞かせ」、「おは

なし会」や読書の重要性について保護者に働きかけていきます。 

 このように、家庭における読書の大切さを啓発するとともに、地域において

は図書館が中心となって指定管理者の運用も含め民間団体等と連携し、読書の

楽しさを知ることができるよう取組を推進します。 

 

(２) 学校等における子どもの読書活動の推進 

① 保育所や認定こども園における子どもの読書活動の推進 

絵本や童話の言葉の楽しさ、美しさ、内容の面白さ等にふれることが、その

後の読書の基礎となる言葉の力を育みます。このことから、保育所や認定こど

も園においては、絵本や童話等の読み聞かせを通してイメージをふくらませ、

想像して楽しむ経験を重ねることが大切です。 

 図書館では、本に興味を持つためのきっかけや、図書館に親しみをもっても

らえるよう、子どもたちが参加できる館内装飾等を季節に合わせて行っていま

す。また、町民を対象にリサイクル市（除籍済み雑誌等の無料配布）や各種行

事に合わせたテーマ展示、映像化作品の原作本や受賞作品などの展示及び貸出

を行っています。 

 町内の保育所、認定こども園では、日々の活動の中で「読み聞かせ」等を行

い、絵本等に親しむ機会を設けるとともに、家庭で親から読んでもらうことの

楽しさを体験できるように、絵本の貸し出しを行います。 

 

② 子どもの読書習慣の確立及び読書指導の充実 

読書活動の推進を図る上で、小・中学校において子どもの読書に親しむ態度

を育成し、読書習慣を身につけさせることは大変重要なことです。 

 このため、各教科、特別活動、総合的な学習の時間等を通して学校図書館の

利用を図るとともに、全校一斉読書活動や校内で設定した読書週間、読書月間

の実施を支援して読書に親しむ態度の育成に努めます。また、読書活動の推進

や「朝の読書活動」等の様々な活動を推進し、その効果を表していきます。 
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 さらに、ボランティア団体や図書館職員による読み聞かせを行い、読み聞か

せに使用した本や類似本を紹介したり、町独自の読書月間、読書週間を設定す

る等、本に対する興味や関心を高めるための活動の充実を図っていきます。 

 その他、学校では子どもが読書の楽しさを味わえるような指導法の工夫や取

組を一層充実させ、子どもや教員による読み聞かせ活動や読書指導の資料、教

材の組織的な活用を推進し、子どもが読書を通して自分の考えを深めたり、自

己を内省したりすることができるように努めます。 

 

③ 学校関係者（教職員）の意識高揚 

これまでの学校等における読書活動への取組は、教員一人一人の意識、関心

によるところが大でした。読み聞かせや朝の読書の取組はそれぞれの学校で広

がってきていますが、各学校の読書活動をさらに広げるために、教員の読書に

対する意識を一層高めていくことが求められています。 

 近年、学校には司書教諭が置かれたり、全校的な読書活動の広がり、あるい

は教科や総合的な学習の時間等における調べ学習等によって、読書に対する教

員の意識も高まっていますが、さらに学校図書館の活用や読書活動を促進する

方策等について情報交換等を積極的に行って、全教職員の意識の高揚に努めま

す。 

 また、児童生徒の自主的な読書活動の推進、学校図書館の一層の活用を図る

ため、学校全体、教職員全員で取り組む校内体制づくりを推進し、教職員の指

導力の向上を図り学校図書館を活用した指導の充実に努めていきます。 

 

④ 家庭、地域との連携による読書活動の推進 

(ア) ＰＴＡや地域ボランティア等の活用と支援 

 地域や保護者（ＰＴＡ）の図書ボランティアに依頼し、読み聞かせや

図書整理、本の修理等の活動を定期的に行って、地域人材の活用を行い

ます。 

(イ) 休日等における学校図書館の地域への開放 

 学校図書館の開放により、学校、家庭、地域が一体となった取組が一

層可能になることから、地域やＰＴＡの図書ボランティアを有効に活用

し、休日等の学校図書館の開放について必要に応じて臨時的に対応しま

す。 

そのためには、事前に次のことが必要となります。 

●休日の図書館開放については学校の理解と協力が不可欠であり、その約束を

得る必要がある。ただ、学校の教職員に負担や迷惑になることは特にない。 

●この試みについては、子ども自身や保護者の休日利用の希望や要望を受けて

ということが原則となることから、意識調査を行うことも検討する。  
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(３) 図書館における子どもの読書活動の推進 

図書館は、子どもが学校外で読書を楽しめる場所であり、気軽に利用したい

と思われる場所となることが求められています。そのため、子どもが読書の楽

しさを知るきっかけをつくるとともに、読書活動の推進に向けた場所や機会を

提供するなど、読書環境づくりに努めます。また、地域における読書活動の中

心的な役割を果たすとともに、誰もが利用しやすい施設としての役割を果たす

ための取組を行います。 

 

２. 子どもの読書環境の整備・充実 

(１) 家庭・地域等における読書環境の整備 

① 家庭・地域における読書環境の整備 

家庭における良好な読書環境として、読み聞かせや本にふれる機会を多くも

つよう、より一層の周知に努めます。 

 また、地域においても、児童が使用する機会がある施設の児童書の充実を図

るとともに、各施設における「おはなし会」等の取組を地域ボランティアを中

心に進めることなども検討します。 

 

② 子どもの周りの有害図書等の排除 

町内に有害図書が店頭に並ぶコンビニがあることから、子どもへの販売の規

制を要請することが必要であり、子どもにとって有害な図書の排除に地域あげ

て努める必要があります。 

 

(２) 学校図書館の整備・充実 

① 学校図書館の図書資料及び施設の整備・充実 

学校図書館は、学習指導要領において、「学校図書館を計画的に利用し、そ

の機能の活用を図り、児童（生徒）の主体的、意欲的な学習活動や読書活動を

充実する」ことが明記されています。 

 学校図書館が「資料センター」「学習、情報センター」「読書センター」と

しての機能を果たし、学校教育の中核的な役割を担うためには、学校図書館の

機能の充実に向けた環境の整備や子どもの多様な興味や関心に応える魅力的

な図書資料の整備・充実が必要です。 

 「学校図書館図書標準」に定める標準冊数を達成するよう学校図書整備予算

の確保に努め、子どもの発達段階に応じた図書の選書や整備、充実に努めます。 

 また、施設面においても、今後とも子どもが快適に読書活動を行うことがで

きるような環境の整備に努めます。そのための方策の一つとして、地域住民や

保護者の中から図書ボランティアを募り、図書館内の整理整頓、本の修理や廃

棄等の作業協力を行います。 
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② 図書担当者による学校図書館の活用の充実 

学校図書館は、教育課程の円滑な実施を支える資料センターの機能を発揮し

つつ、子どもが自ら学ぶ学習、情報センターの機能と豊かな感性や情操を育む

読書センターとしての機能を有しています。 

 司書教諭は、これらの学校図書館の機能の活用を図り、子どもの読書活動を

推進していく上で中核的な役割を果たすものであります。学校図書館法の改正

により平成１５年度以降、１２学級以上の学校には必ず置かなければならない

とされたところですが、本町においては現在、司書教諭配置の該当となる規模

の学校はありません。 

 ただ、司書教諭と同じ役割を果たす図書担当者は各学校に置かれ、全ての教

職員の連携、協力のもとに学校図書館の活用の充実を図っているところで、そ

れは今後も継続していくことになります。 

 

３. 子どもの読書活動に関する理解と関心の普及 

(１) 啓発広報事業の推進 

読書活動の意義や優れた取組、図書資料等の情報について、啓発広報を行い、

子どもの読書活動を積極的に推進します。 

●「子ども読書の日」や「読書週間」におけるいろいろな事業の実施と、行事

に関する情報の提供を図ります。 

●子どもの読書活動を支えていくために、様々な機会で広報を充実するととも

に、情報化やネットワーク化を進め、広く情報を発信していきます。 

(２) 優良図書資料の普及 

●図書館だよりや新刊案内の発行、夏休みや冬休み等に推薦図書リストを作成

し、子どもたちに読書への動機付けを図ります。 

●読書活動の意義や優れた取組、優良図書資料等の情報について、啓発広報を

行い、子どもの読書活動の推進を図ります。 

 

４. 計画の推進に向けて 

(１) 推進に必要な方策 

地域の読書団体やボランティア団体、子育てグループなど、地域住民の主体

的な読書推進活動を支援するなど、本計画を効果的に推進するため、図書館を

運用する指定管理者及び関係機関、団体等の連携、協力関係をさらに強化し、

家庭、地域、学校が一体となった取組を、進捗状況を把握しながら進めます。 

(２) 推進上の課題 

① 行政内部の推進体制の調整 

場所、時間、図書資料、支援等、読書環境の整備と確保、及び条件整備は行
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政の大事な役割となります。この読書活動推進の施策は、他の分野の行政施策

と連携されてより効果を高めることになると思われるので、互いの協力体制を

築くことが大切です。 

 

② 計画推進の要、図書館の充実 

学校図書館、公共図書館の役割は、この計画実行に当たって大きく比重がか

かるのは言うまでもありません。したがって、それぞれの図書館の組織の充実

が欠かせない課題で、中でも担当職員を充実させることが重要となります。 
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５. 資料編 

令和７年度 士幌町小中学生読書にまつわるアンケート調査結果 

 

－調査の目的－ 

本計画を策定するにあたり、士幌町の子どもたちの読書に対する意識や実態を調査

し、図書館運営、読書活動推進にあたっての参考資料とする。 

 

設 問 １・・・本を読むことは好きですか 

回答選択肢・・・①好き／②どちらかといえば好き／③どちらかといえば嫌い／④嫌い 

 

設 問 ２・・・なぜ嫌いですか ※問１で「嫌い」「どちらかといえば嫌い」を選択した場合のみ回答 

回答選択肢・・・①文字を読むことが苦手だから／②読みたい本がないから／③わからない／

④事由記載 

 

設 問 ３・・・どちらの本をよく読みますか 

回答選択肢・・・①紙の本／②電子書籍／③どちらも同じくらい 

 

設 問 ４・・・１ヶ月にどれくらい本を読みますか 

回答選択肢・・・①０冊／②１～４冊／③５～９冊／④１０冊以上 

 

設 問 ５・・・１日にどのくらいの時間本を読みますか 

回答選択肢・・・①０分／②１０分／③３０分～１時間／④１時間以上 

 

設 問 ６・・・新聞は読みますか 

回答選択肢・・・①読む／②学校でだけ読む／③読んだことがない 

 

設 問 ７・・・図書館は好きですか 

回答選択肢・・・①好き／②どちらかといえば好き／③どちらかといえば嫌い／④嫌い 

 

設 問 ８・・・ひと月にどれくらいしたしみ図書館に行きますか 

回答選択肢・・・①０回／②１～３回／③４～９回／④１０回以上 

 

各校データ（回答数／在籍数の順で記載）                  単位：人 

学校名 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

士幌小学校 29／31 30／30 25／26 33／37 41／41 43／44 

中士幌小学校 4／4 3／3 3／3 7／7 5／5 6／6 

上居辺小学校 3／3 3／3 5／5 2／2 3／3 2／2 

中央中学校 43／46 40／44 48／54    
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◆調査結果◆ 

【小学校編】 

 

 

  

問い 回答

好き 90 ( 36% )

どちらかといえば好き 91 ( 37% )

どちらかといえば嫌い 38 ( 15% )

嫌い 28 ( 11% )

文字を読むことが苦手だから 24 ( 41% )

読みたい本がないから 15 ( 25% )

わからない 7 ( 12% )

※自由記載 13 ( 22% )

紙の本 171 ( 72% )

電子書籍 44 ( 19% )

どちらも同じくらい 21 ( 9% )

０冊 21 ( 10% )

１～４冊 88 ( 43% )

５～９冊 52 ( 26% )

10冊以上 42 ( 21% )

０分 41 ( 17% )

10分 142 ( 58% )

30～１時間 48 ( 20% )

１時間以上 13 ( 5% )

読む 41 ( 17% )

学校でだけ読む 44 ( 18% )

読まない 83 ( 34% )

読んだことがない 78 ( 32% )

好き 110 ( 45% )

どちらかといえば好き 77 ( 31% )

どちらかといえば嫌い 37 ( 15% )

嫌い 21 ( 9% )

０回 97 ( 42% )

１～３回 81 ( 35% )

４～９回 35 ( 15% )

10回以上 16 ( 7% )

図書館は好きですか

ひと月にどれくらいしたしみ図書館に行きますか

回答数

本を読むことは好きですか

なぜ嫌いですか

※問１で「嫌い」「どちらかといえば嫌い」を選択した場合

どちらの本をよく読みますか

１ヶ月にどれくらい本を読みますか

１日にどれくらいの時間本を読みますか

新聞は読みますか
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【士幌小学校】 
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【中士幌小学校】 
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【上居辺小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問１で「きらい」と回答した児童がいなかったため、問２の回答はありません。 

（嫌いな理由） 

  



- 22 - 

 

 



- 23 - 

 



- 24 - 
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【中学校編】 

 

  

問い 回答

好き 40 ( 35% )

どちらかといえば好き 51 ( 44% )

どちらかといえば嫌い 7 ( 6% )

嫌い 17 ( 15% )

文字を読むことが苦手だから 8 ( 30% )

読みたい本がないから 2 ( 7% )

わからない 8 ( 30% )

※自由記載 9 ( 33% )

紙の本 90 ( 76% )

電子書籍 9 ( 8% )

どちらも同じくらい 20 ( 17% )

０冊 24 ( 18% )

１～４冊 74 ( 56% )

５～９冊 16 ( 12% )

10冊以上 17 ( 13% )

０分 31 ( 24% )

10分 49 ( 37% )

30～１時間 41 ( 31% )

１時間以上 10 ( 8% )

読む 5 ( 4% )

学校でだけ読む 39 ( 30% )

読まない 67 ( 51% )

読んだことがない 20 ( 15% )

好き 33 ( 25% )

どちらかといえば好き 57 ( 44% )

どちらかといえば嫌い 22 ( 17% )

嫌い 18 ( 14% )

０回 86 ( 66% )

１～３回 39 ( 30% )

４～９回 5 ( 4% )

10回以上 1 ( 1% )

図書館は好きですか

ひと月にどれくらいしたしみ図書館に行きますか

回答数

本を読むことは好きですか

なぜ嫌いですか

※問１で「嫌い」「どちらかといえば嫌い」を選択した場合

どちらの本をよく読みますか

１ヶ月にどれくらい本を読みますか

１日にどれくらいの時間本を読みますか

新聞は読みますか
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【士幌町中央中学校】 
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